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tokyo-office@apex-ngo.org

 

http://www.apex-ngo.org/

URL

e-mail

スマトラ島

インドネシア

ジャワ島

マレーシア

日本

～適正技術でアジアをつなぐ～

APEX事務局

講師プロフィール：広井良典（ひろいよしのり）氏
　昭和36年岡山県生まれ。昭和59年東京大学教養学部教養学科卒業（科学史・科

学哲学専攻）。同大学院終了後、昭和61年から平成８年まで厚生省勤務。平成８

年より千葉大学法経学部助教授、平成15年より同教授。この間、マサチューセッ

ツ工科大学客員研究員（平成13－14年）。専攻は社会保障、公共政策および科学

哲学。

　主な著書に『持続可能な福祉社会―「もうひとつの日本」の構想』(ちくま新書)、

『生命の政治学―福祉国家・エコロジー・生命倫理』（岩波書店）、『定常型社

会―新しい「豊かさ」の構想』『日本の社会保障』（岩波新書）、『ケアを問い

なおす』『死生観を問いなおす』（ちくま新書）、『ケア学』（医学書院）、『脱

「ア」入欧』（ＮＴＴ出版）などがある。

定常型社会  
－アジアにおける新しい「豊かさ」と、環境・福祉－

　これまで日本は経済成長によって貧困など様々な問題が解決されると考え、発展

し続けてきました。しかし、環境や資源面の限界、需要の量的拡大の飽和、貧困格

差の拡大などの弊害が顕著になり始めており、そのような社会のあり方を今後も持

続していくのが困難であることは明らかです。他のアジア地域の途上国も同様に成

長と拡大を目指して進んでおり、またそれらの国々においても高齢化が急速に進ん

でいくと予想されています。環境と福祉の両立した持続可能な社会をアジア地域で

築くためには、どのような社会が望ましいのでしょうか。

　今回のセミナーでは千葉大学の広井良典先生をお迎えして、成長を絶対的目標と

しなくても、十分な豊かさが実現されていく社会（定常型社会）における環境と福

祉の両立、およびアジア地域レベルでの福祉（再分配）のあり方などについて、お

話いただきます。

(18:15 受付開始)

(PLATFORM SQUARE)

　  日　　時　　　 2 0 0 8年 5月 2 6日 (月 )  1 8 : 3 0～ 2 0 : 3 0　

　  会　　場　　 　ちよだプラットフォームスクウェア　会議室 504

　  参 加 費　　  一般 … 800円、APEX会員 … 300円　＊定員30名

　  主　　催　　 　特定非営利活動法人APEX　

  お問合せ・お申込み先　  APEX事務所（左記）まで、または下記ウェブサイトから

　　　　　　　　　　（http://www.apex-ngo.org/kokunai/semitokyo.html）

地図URL　http://yamori.jp/modules/tinyd2/index.php?id=10

〒101-0054

東京都千代田区神田錦町3‐21

TEL：03-3233-1511

FAX：03-3233-1501

■東京メトロ

竹橋駅より徒歩２分

神保町駅より徒歩７分

小川町駅より徒歩８分 東西線

特定非営利活動法人ＡＰＥＸ は、

アジアを舞台に国際協力・交流

活動を続けているＮＧＯです。

1987年の発足以来、主にインド

ネシアで、現地のＮＧＯと力を

合わせて環境保全や住民の生活

向上のための活動を続けていま

す。活動を行うにあたっては、

現地の条件に適合的で、環境に

も負担をかけない適正技術の開

発・普及を重視しています。

5月26日（月）　第158回APEXセミナー


